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♦取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に r をを上のごを意」（已〜8ぺージ）を必ずお読みください。 

♦保証書は「お買い上げ曰•，眼売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に保管してください。 















はじめに 

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございまず。 


■ 取扱説明書の構成について 

取扱説明書（設置編）と取扱説明書（操作編）の2冊で構成されています。 

それじ(外に、ソフトウエア関連の U ファレンスマニュアルび3冊付属されていまず。 


設置編 
(印刷物） 

設置の手順と方法を記載しています。 

操作編 
(本書） 

各部のなまえ、操作、機能、お手入れの方法など、本機をご使用いただくラえで必要 
となる情報を詳しく説日月しています。 

ソフトウエア関連の 
リファレンスマニュアル 
(電子マニュァル） 

.PIE U ファレンスマニュアル 

ISIS ドライバーまたは TWAIN ドライバーから円 E (Panasonic Image 
Enhancement Technology ) の機能を使用ずる際の設定方法について説日月してい 
ま9 〇 

.RTIV U ファレンス7ニュアル 

RTIV (Reliable Throughput Imagin 昼 Viewer ） を使用ずる際の設定方法につい 
て説日月していまず。（ソフトウエアの操作画面にあるヘルプボタンから参照でさま 
す。） 

. ユーヴーユーティ U ティ ー U ファレンスマニュアル 
保守に使用するユーヴーユーティ1」ティーについて説日月しています。（ソフトウエア 
の操作画面にあるヘルプボタンから参照でさます。） 


■本書の表記について 


マークについて 

操作上お守りいたださたいことなど、大切な情報を次のマークで表しています。 



操作上、お守りいたださたい重要事項や、禁止事頂び書かれています。 

必ずお読みください。 

腐^ 〇〇 

ご覧いたださたい参照ページを記述しています。 


表記について 

• Windows ® の正式名称は、 Microsoft ⑥ Windows ® operating system です。 

• Windows ® 2000の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® 2000 operating system です。 

• Windows ® XP の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® XP operating system です。 

• Windows Vista ® の正式名称は、 Microsoft ® Windows Vista ® operating system です。 









■ 商標および登録商標について 

• Microsoft 、 Windows および Windows Vista は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 

• ISIS および QuickScan Pro は 、 EMC Corporation の登録商標または商標です。 

• IBM および AT は、米国 International Business Machines Corporation の登録商標または商標です。 

• Intel および Intel Core は、ア;リカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation の商標です。 

• Adobe および Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国およびその他 
の国における登録商標または商標です。 

• その他、各社名および各商品名は、各社の商標または登録商標です。 

■ 国際エネルギー スター プ□グラムについて 



当社は、国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品び国際エネルギー 
スタープ□グラムの対象製品に関ずる基準を満たしていると判断しまず。 


■ コンピューターのシステム環境 


コンピューター 

CD - ROM ドライブび使用可能な EM ® PC / AT ® 互換機 

CPU 

Intel ® Core ™ 2 Duo 、 1 .8 GHz (上 

オペレーティングシステム 

Windows 2000 / Windows XP / Windows Vista 

インターフエース 

US 巨 2.0 

メモリー 

1 GBLU 上 

八ードディスク 

空さ容量已 GB じ(上 


おならせ 

. 上記の必要条件はずべてのオペレーティングシステムび推奨ずる条件を満たずちのではありません。 

• コンピューターの動作環境またはアプ U ケーシヨンによっては、読み取り速度び異なる場合びあります。 

• USB 1.1 で接続した場合、読み取り速度び遅くなりまずので 、 USB 2.0 インターフェースをご使用ください。 
. USB 八ブに接続した場合の動作は保証でさません。 
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必要なとさ 


■給紙□付近で原稿び詰まっている場合 . 31 

■ 排紙□付近で原稿び詰まっている場合 . 32 

お手入れについて . 33 

■ 外側の這掃 . 33 

■ 内側（読み取り部）の清掃 . 33 

■ 給紙□-ラー-分離□-ラー-リタード□-ラーの清掃 . 34 

■給紙□の駆動 □ —フーとフ U — □ —フーの清掃 . 36 

■ 排紙□の駆動 □ —ラー•フ U — □ —ラー • 排紙 □ —ラーの清掃 . 37 

■ 基準板と ADF ガラスの清掃 . 38 

■原稿センサー、待機センサー、重送検知（発振)、重送検知（受信）の清掃 3日 
■ 始端センサー-スキューセンサー-排紙センサーと各センサー反射板の清掃 40 
■フラットべッドガラスと原稿カバーセンサーの清掃 . 41 

□-ラーを交換する . 42 

■ 給紙□-ラーモジュールの交換 . 42 

■ U 夕ード□-ラーの交換 . 44 

困ったとき！？（簡単なトラブル点検） . 46 

シエーデ イング補正 . 48 


49 


様 . 50 

保証とアフターヴービス . 已2 

さくいん . 已3 


使ラ 


ADF で原稿を読み取る . 

■ ADF 読み取り時のお願い . 

■ 読み取0原稿についてのお知らせ.. . 

■ 同ーサイズの原稿を読み取る . 

■ 異なるサイズの原稿を読み取る . 

■ 原稿ガイドの左ち位置を戻すには.. . 

フラットべッドで原稿を読み取る. 

■フラットべッドで原稿を読み取る場合 

コント□- ルシー トを使う . 

■ コント□-ルシートの印刷について. . 
■ コント □ ールシートの印刷手順 . 

基準板の設定を変える . 

■ ADF を使用ずる場合 . 

■フラットべッドを使用ずる場合 . 


ページ 


はじめに 


正しくお使いいただくためのお願い . 9 


準備 


■電源スイッチ（電源を入れる） . 14 

■電源ランプ ( LED ) について . 14 


日已6 7 


引 W 


扣 


已7 
2 2 


8 9 9 0 
2 2 2 3 




























































安全上のごま意 必ずお守りください） 


人への危;害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説日月しています。 

■ 誤った使い方をしたとさに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 

A 注意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 


■ お守りいただく内容を巧の図記号で説明していまず。 

(なは図記号の例でず。） 


0 

してはいけない内容です。 

〇 

実行しなければならない内容でず。 

気をつけていただく内容でず。 


A 警告 


■めれた手で、電源プラグの巧を差しは 
しない 



感電の原因にな0まず。 


めれ手禁止 


■電源コードを引っぱ6ず、電源プラグ 
を持って巧< 

〇 電源コードを傷め、乂災-感電の 
原因になりまず。 


■コンセントや配線器具の定格を超える 
巧いかたや、交流100 Vなかでのほ 
用はしない 

0 たこ足配線などで、定格を超え 
ると、発熱による火災の原因に 
なりまず。 


■ 異物（金属片•化-液化）び本機の巧 
部に入った場合は、電源スイッチを切 
0、電源プラグを巧く 

C そのまま使用ずると、火災•感 
電の原因にな0まず。 

電源プラグ 
を巧く 

♦お買い上げの販売店にごホ目談<ださい。 


夕 




















ま全上のごを意 


A 警告 


■ 電源コード-電源プラグを破損するよ 
ラなことはしない 

傷つけたり、加工したり、熱器具に近'\ 
づけたり、無理に巧げたり、ねじった 
り、引っ張ったり、重い物を載せた 
0、束ねた0しない y 

0 傷んだまま使用ずると、感電- 
ショート-火災の原因にな0ま 

禁止ず。 

♦電源コードやプラグの修理は、販売店にご 
相談 < ださい。 


■ 電源プラグのほこりなどは定期的に 
とる 

〇 電源プラグにほこりびたまる 
と、湿気などで絶縁不良にな0 
火災の原因にな0まず。 

♦電源プラグを抜さ、乾いた巧でふいて<だ 
さい。 



■化ず、アース線接続を行ラ 


■ 電源プラグは巧元まで確実に是し込む 



漏電した場合は、火災-感電の 
原因になりまず。 


アース 線接続 


〇 差し込みび不完全でずと、感電 
や発熱による乂災の原因にな0 
まず。 


参アース線接続びでさない場合は、お買い上 
げの販売店にごホ目談ください。 


♦傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用 
しないで < ださい。 


■ 巧 I 煙•巧熱•異真-異音などの異常び 
巧をした場合は、電源スイッチを切 D 、 
電源プラグを巧< 

C そのまま使巧すると、火災•感 
電の原因にな0まず。 

電源プラグ 
を巧く 

♦使巧を中止し、お買い上げの販売店に 
ごホ目談ください。 


■分解や修埋、改造をしない 


⑩ 

分解禁止 


火災-感電の原因にな0まず。 


• 修理はお買い上げの販売店にごホ目談< だ 
さい。 


■雷び鳴つた6本機や電源プラグに触れ ■□—ラークリーニングぺーパーは、义 

ない 気の近<ではほ用しない 



接軸禁止 


感電の原因にな0まず。 


义気禁止 


含まれたイソプ□ピルアルコー 
ルは、揮発性のため引火しやず 
<、火災の原因にな0まず。 













ま全上のごミち意 


A ま意 


■ 化ず付属の電源コードをほ用する 

〇 付属 LU 外の電源コードを使用ず 
ると火災の原因になることびあ 
りまず。 


■本機を巧動をせる場合は、化ず電源ス 
イッチを切 D 、 電源プラグを巧< 

•コードび傷つさ、乂災-感電の 
願になることびありまず。 

電源プラグ 
を巧く 


■ 不ま定な場所や振動の激しい場所には 
設置しない 

0 落下により破損-けびの原因にな 
ることびあります。 

禁止 

■通気孔をふさびなし1 

0 内部に熱びこち0、火災の原因 
になることびありまず。 

禁止 


■ 本機の上に重いをのを置かない 

0 落ちて、けびの原因になること 
びあ0まず。 


■ 連化などで長期巧ほ用しない場合は、 
電源スイッチを切 D 、 電源プラグを巧 
< 

漏電により、火災の原因になる 
ことびをりまず。 

電源プラグ 
を巧く 

■落下した D 、 本機を破損した場合は、 
電源スイッチを切 D 、 電源プラグを巧 
< 

そのまま使用すると、火災•感電 
の願になることびありまず。 

電源プラグ 
を巧く 

参お買い上げの販売店にご相談ください。 

■ 湿気や湯気-油煙•ほこ0のをい場所 
ではほわない 

0 火災-感電の原因になることび 
ありまず。 


■ 本機の上にコップや化などの入つた容 
おを置かない 

0 水などびこぼれて本機にかかる 
と、火災-感電の原因になるこ 
とびを0まず。 

■ 排紙ドアを閉めるとを指のはさみ込み 
に ミち 意する 

A けびの原因になることびありま 
ず。 

指にま意 














ま全上のごを意 


A ミ主意 


■機器を巧動させる場合、化ず2人な上 
で底面の滑 D 止め部をしっか0と持つ 



1人で持つと、落としてけびの原因になるこ 
とびあ0まず。 


■フラットべッドに磁気インクをほ用し 
た原稿、巧気力ードを長時間放置しな 
い 

0 フラットべッドシートに磁石び 
使用されていますので、データ 
び消えることびありまず。 

禁止 


■□—ラー クリーニングぺーパーに含ま 
れた液な:をのい込んだ0、飲んだりし 
ない 

0 人体に害をおよぼずおそれびあり 
まず。 

禁止 

参換気のよいところで使用してください。 
♦使用中に気分び悪<なった場合は直ちに使 
巧を中止し、新鮮な空気の所で安静にし、 
医師の診察を受けて<ださい。 

■口ーラークリーニングぺーパーを使ラ 
とまは、 保護 手袋をほ用する 

〇 皮膚の弱い人は、 □ ーラーク 
U —ニングペーパーでかぶれる 
おそれびあ0まず。 

♦使用後は、石験でよく手を洗ってください。 
♦誤って眼に入ったり、皮膚や顔についた場 
合は直ちに水で洗い、医師の診察を受けて 
<ださい。 



ぶ 

















正しくお使いいただくためのお願い 


■取り扱い 

•湿度の高いとさや、寒い部屋か 6 急に暖かい部屋に移動させた場合は、そのまま使用しないでください 

本機び結露ずることびあります。そのまま使用しますと原稿読み取りび不十分となりまずので、内部の□ーラーを 
乾いた巧でふを、暖かい部屋に]〜2時間放置して、内部び乾いてからご使用ください。 

■直射日光の当たる場所やを暖房機の近くに置かないでください 

温度30 °C LU 上、]已 ° CJ ； •(下および湿度80 % LU 上、30 % LU 下は誤動作、変形、故障の原因になります。 

• 静電気の発生しやずいじゅラたんなどの上には置かないでください 

静電気び発生し、故障の原因にな0ます。 

■ CD-ROM の取り扱い 

• CD-ROM の表裏に文字を書いたり、紙を貼6ないでください 

データび正苗に読み取れな<な0ます。 

•信号面に軸れないでください。また、持つときは、指紋や傷びつかないように持ってください 

ラベルのない虹色の面は、データび書さ込まれている信号面でず。信号面びミちれると、データび正南に読み取れな 
<なります。 

•長時間直射曰光の当たるところや暖房機などの近くに放置しないでください 

CD - ROM び変形し、データび正萬に読み取れなくなりまず。 

• 投げたり、曲げたりしないでください 

CD - ROM に傷びついたり、変形したりずると、データび正南に読み取れなくなりまず。 

■ □-ラークリーニングぺーパーの取り扱い 

• 乳幼児の手の届かないところに保管してください 

• 40 °C じ(上になる場所や直射日光の当たる場所には保管しないでください 

• □-ラーや ADF ガラスの清掃に(がの目的には使用しないでください 

■ □-ラークリー ニン グぺーパーに関しての詳細を知りたい場合は、安をデータシート （MSDS) などの資料をご 
請ホください 

■ その他 

•原稿を読み取る前に、クリップやとじ針（ステープル）を必ずはずしてください 
本機を破損したり、原稿を傷める原因になることびありまず。 

• お手入れのとさは、柔5かい乾いた巧を使用してください 
研磨剤入りの洗剤やシンナー、ベンジンなどは使わないでください（変形、変色の原因になりまず)。 

■電源プラグは、巧さ差しび容易にでさる近くのコンセントに接続してください 
• 付属の電源コードは本機専用でず。他の機器には使用しないでください 


ぶ 









正しくお使いいただくためのお願い 
■ 法律で禁じられていること 


次のよラなコピーは法律により罰せ日れますので十分ご注意ください。 

• 法律でコピーを禁止されているちの 

1 . 国内外で流通ずる紙階、貨階、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券 

2 . 未使用の郵便切手、官製はびさ 

3. 政府発行の印紙、酒税法や物品管理法で規定されている証紙類 
• 注意を要するちの 

1 . 株券、手形、ル切手など民間発行の有価証券、定期券、回数券などは、事業会社び業務上必要最ほ部数をコ 
ピーするじ(外は政府指導によって注意び呼びかけられていまず。 

2 . 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、許可書、身分証明書や通行券、食券などの切巧 
類のコピーち避けて < ださい。 

•著作権の巧象となっている書籍、絵画、版画、地図、図面写真などの著作物は個人的または家庭内その他、こ 
れに準ずる限日れた範囲内で使用するためにコピーずるじ(外は禁じ日れていまず。 


■ 電波障害自主規制について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。こ 
の装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引さ起こずことびあります。この場合には使用者び適切な巧策を講ず 
るよラ要ホされることびあります。 


■ 瞬時電圧低下について 


本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に巧し、不都合び生じることびあります。電源の瞬時電圧な下対策 
としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めしまず。 

(社団法人電モ情報技術産業協会（社団法人曰本電モエ業振興協会）のノ（ーソナルコンピューターの瞬時電圧な下 
巧策ガイドラインに基づく表示） 


■ 電源の接地接続について 


接地接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ前に行って下さい。又、接地接続をはずず場合は、必ず電源プラグ 
を電源から切り離してか日行って下さい。 

リ日09已〇 (川 9) の要菊こよる記述） 


■ 電源高調波について 


」旧巳 61000-3-2 適合品 

本製品は、高調波電流規格 r」IS C 己1000-3-2」に適合していまず。 
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正しくお使いいただくためのお願い 


■ セキュリティに関するお願い 

スキャナーで読み取る原稿や読み取ったデーターの管理はお客様の責任にて行ってください。 

特に];•(下についてご注意ください。 

• 重要な原稿は、読み取りの前後で枚数び一致していることを確認し、取り忘れなどのないよラにしてください。 
• 重要なデーターは定期的にバックアップしてください。 

• PC や八ードディスクなどの修理や廃棄をするとさは、内部の画像データを完全に消去してください。 

■ 製品に貼られているを全上のラベル 
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各部のなまえとはた 5 き 



ホッパートレイ 
ホッパー延長トレイ 

後面ストッパー 
排紙ストッパー 


電源スイッチ 
原稿 カバー 
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フアン}非気 □ 






















































































各部のなまえとはた 5 さ 


原稿カバーを開けたところ 



ADF を開けたところ 
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各部のなまえとはた 5 さ 

■電源スイッチ（電源を入れる) 

y スキャナーの電源を入れます。 

. 電源ランプ （LED) が点：) a しまず。 


■ 電源ランプ (LED) について 


電源ランプ ( LED ) は下表のよラにスキャナーの状態をおしまず。 


LED 

スキャナーの状態 

緑 

待機中、スキャン中 

緑（点滅） 

省電カモード 

+ご 

平旦 

待機中、スキャン中（注意あり） X ’1 

憧（点滅） 

初期化中 

ホ 

エラー 発生時※2 


L □ーラーを清掃または交換ずる必要びあります。 

□ーラーの這掃や交換方法については取扱説日月書 （ CD - ROM ) をご参照ください。 

\《2:注意、エラーの内容はユーヴーユーテイ U テイーで確認してください。 

ユーヴーユーテイ U テイーは CD-ROM に 収められてしほず。 

インス!-ールの方法は、取扱説日月書（設置編）の「ソフトウェアをインス!-ールする」をご参照ください。 
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ADF で原稿を読み取る 


ADF (Automatic Document Feeder ) とは自動給紙のことで、枚数の多い原稿などを読み取るときに便利です。 
原稿の読み取りは、コンピューターか日の指示によって行われまず。 

■ ADF 読み取り時のお願い 

• 本機で読み取り可能な原稿は LU 下の通りです。 

1.原稿のサイズ： 48〜297 mm 




な 

給紙方向 



2. 原稿の紙厚とホッパーにセットできる枚数 
紙厚： 40〜] 27邑 / m 2 
A 7 幅 LU 下は] 27 g / m 2 のみ 


ホッパーに原稿をセツトでさる枚数： 


紙厚 g / m 2 

40 

己2 

64 

75 

80 

90 

104 

127 

枚数 

320 

260 

200 

170 

160 

140 

120 

100 


. 上記の枚数は、新紙を使用した場合の目をでず。 

.ホッパーに積載可能な枚数は紙質にちよりまず。給紙の不具合び発生する場合は原稿の枚数を減らして 
<ださい。 

3. 原稿の種類 

推奨でさる原稿の種類は1；(下の通りです。 

-上質紙 -普通紙 ( PPC ) 


ただし、 L ソ下の条件を満たすもの 


力ール 

給紙方向 

曰 mm /t - 

しソ下 '〉 - 

巧れ 

^^ 給紙方向 

已 mm 、 ィ- 

しソ下 ，バ- 


厚みやサイズの異なる原稿を混載する場合 


原稿の厚み 

最薄紙と最厚紙の厚みの比び].5 LU 内 

原稿のサイズ 

最ル原稿サイブと最大原稿サイブの幅の比と長さの比びそれぞれ 

1 .5 LU 内（最ル原稿サイズは A 日） 

例）最ル原稿サイズび A 4 の場合は最大 A 3 サイズまで、最ル原 
稿サイズび A 日サイズの場合は最大 A 已サイズまでミ居載可能 
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ADF で原稿を読み取る 


4. 読み取りび困難な原稿 

じ(下の原稿は、ラまく読み取れない場合びありまず。 
• 破れたり、周辺にさざみのある原稿 
•力ール、しわ、折り目のある原稿 
• 力ーボン付さ原稿 
• 四角(外の異形原稿 
• 端辺にミシン目や穴のある原稿 
• コーティング紙 
. トレーシングペーパー 
• 感熱紙 


じ(下の原稿は、使用しないでください。 

• 写真 

. OHP シート、プラスチックフィルム、布地または金属シートなど 
•クリップ、とじ針（ステープル)、のりの付いた原稿 
• インク、朱肉などび乾ききっていない原稿 
•封筒、切り貼りした原稿など、紙の厚さび不均一なちの 


■ 読み取り原稿についてのお知5せ 

• 読み取りび困難な原稿や、読み取り可能な原稿であってち、紙質によってはラまく読み取れない場合びありまず。 
重送や紙詰まりび発生する場合は、 LU 下の方法で読み取って<ださい。 

-□ーラーとセンサーを清掃ずる 
-ホッパーにセットずる原稿の枚数を減らず 
-縦置さを横置さに、または横置をを縦置さにずる 
-手差し読み取りで1枚ずつ読み取る 
-読み取り速度を「低速」にずる 
-フラットべッドで読み取る 

•原稿を読み取る前に、ク U ップやとじ針（ステープル）を必ずはずしてください。本機を破損したり、原稿を傷 
める原因になることびあります。 



•原稿を読み取る前に、カール、しわ、または折れのない状態にしてください。紙詰まりの原因になったり、原稿 
を傷める原因になることびあります。 

• 特に重要な原稿を読み取る場合は、読み取った画像およびその枚数び、元の原稿と合っていることを、必ず確認 
して < ださい。 

• 排紙トレイ上に排紙された原稿は、その都度取り除いてください。 
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ADF で原稿を読み取る 


■ 同ーサイズの原稿を読み取る 

.ク U ップやとじ針で綴じられた原稿は使用しないでください。 

•天のりびはびれていたり、周辺び破れている原稿は、フラットベッドで読み取ってください。 （ ADF で読み取る 
と、原稿び破れたりして、紙づまりの原因になりまず） 



手差し切替レバーを 「AUTO」 または 
「MANUAL」 にセットします。 

「AUTO」 ：連続読み取り 
「MANUAL」 ：手差し読み取り 

• 手差し切替レバーを 「MANUAL」 にしたと 
さは1枚づつ原稿を読み取ってください。 

• 重要書類、または複票紙を読み取るとさは、 
手差しで読み取ってください。 



とじ針でとじられていた原稿やファイル 
されていた原稿は、重送などの防止のた 
め、セットする前によくさばいておく必 
要びあります。 

1原稿の各端をさばいて密着しているま 
状の原稿を分離します。 

2原稿の両端を持って、図のよラに巧げ 
ます。 

3原稿をしっかりとつかんで図のよラに 
両側へ引っ張り、中央部に波状のふく 
らみを作って分離します。 

• 上記の手順を必要に応じて繰り返しまず。 


① 





q 原稿をさちんとそろえます。 
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ADF で原稿を読み取る 


4 


原稿ガイドをセツトする原稿サイズより 
やや広めの位置に合わせます。 



夕 


【縦長の原稿をセットする場合】 
(ホッパーから原稿びはみ出す場合） 

1ホッパー延長トレイをホッパーから引 
さ出します。 

2排紙ストッパーを、原稿よりやや長め 
の位置まで矢印方向に持ち上げてスラ 
イドさせて合わせます。 
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ADF で原稿を読み取る 


6 


読み取る面を上向さにして、ホッパーに 
原稿をのせ、矢印ち向に止まるまで挿入 
します。 

. ホッパーに一度に載せ6れる原稿枚数は、約 
吕〇〇枚（紙厚巨 4 g / m 2) でず。 

• 原稿は、原稿ガイドにある最大 量 表示位置 
(ち図参照)を超えないよラにセットしてくだ 
さい。（最大■を超えると、紙づまりや原稿の 
斜め読みの原因になりまず） 
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ADF で原稿を読み取る 


7 


原稿ガイドを矢印方向に寄せ、原稿の幅 
に合わせます。 

排紙ストッパーを原稿の長さに合わせて 
スライドさせます。 

• 原稿の長さび420 mm ( A 3 サイズ）また 
は432 mm (17 インチ）と吕已40 mm 
(100インチ）の間の原稿を読み取る場合、 
が紙ストッパーを閉じまず。 


原稿ガイド 



排紙ストッパー 


Q アプ U ケーシヨンソフト*1を使って原稿を読み取ります。 

* 1付属の RTIV や QuickScan Pro デモなど、スキヤナーから画像読み取りを行うためのソフトウエア 
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ADF で原稿を読み取る 


■ 異なるサイズの原稿を読み取る 

ミ居載の条件については、 r 厚みやサイズの異なる原稿を混載する場合」 已ページ） をご参照ください。 

• 異なるサイズの原稿を同時に読み取る場合は、排紙された原稿びば日けて順番通りに並ばないことびありまず。 



手差し切替レバーを 「AUTO」 にセット 
します。 



とじ針でとじられていた原稿やファイル 
されていた原稿は、重送などの防止のた 
め、セットする前によくさばいておく必 
要びあります。 

1原稿の各端をさばいて密着している束 
巧の原稿を分離します。 

2原稿の両端を持って、図のよラに巧げ 
ます。 

3原稿をしっかりとつかんで図のよラに 
両側へ引っ張り、中央部に波状のふく 
らみを作って分離します。 

• 上記の手順をお要に応じて繰り返しまず。 






3 


原稿ガイドの□ックを解除します。 

□ックを解除するためには図のち向に原 
稿ガイド□ックをスライドさせて▼(① ) 
と参(②）を合わせます。 
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ADF で原稿を読み取る 


4 


夕 


原稿を片方によせてそろえます。 


【縦長の原稿をセットする場合】 

(ホッノ f 一から原稿びはみ出す場合） 

1ホッパー延長トレイをホッパーから引 
さ出します。 

2 排紙ストッパーを、原稿よりやや長め 
の位置まで矢印ち向に持ち上げてスラ 
イドさせて合わせます。 



6 


一番ルさい原稿の中むと給紙□の中むを 
合わせてホッパーに載せ、原稿ガイドを 
原稿の幅に合わせます。 

• 原稿は、原稿ガイドにある最大 量 表示位置 
(ち図参照)を超えないよラにセットしてくだ 
さい。（最大■を超えると、紙づまりや原稿の 
斜め読みの原因になりまず） 

•原稿の種類によっては、ラまく給紙されない 
ことびありまず。その場合には、ホッパーに 
載せる原稿の枚数を減6してください。 
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ADF で原稿を読み取る 


7 


原稿をはずして、原稿ガイドを□ックし 
ます。 

原稿ガイドを□ックするためには図の方 
向に原稿ガイド□ックをスライドさせて 
▼(の）を參(②）を合わせます。 


原稿ガイド□ック 



8 原稿をホッパーに戻し、原稿ガイドを原稿に合わせます。 

威 n 

• 原稿び片方に揃っていることを確認してください。 

• -まかさい原稿の中むと給紙□の中むび合っていることを確認してください。 

Q アプ U ケーシヨンソフト*1を使って原稿を読み取ります。 

* 1付属の RTIV や QuickScan Pro デモなど、スキャナーから画像読み取りを行うためのソフトウエア 
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ADF で原稿を読み取る 


■ 原稿ガイドの左ち位置を戻すには 


原稿ガイドの□ックを解除します。 
□ックを解除するためには図のち向に 
原稿ガイド□ックをスライドさせて、 
▼の)）と♦惦 )） を合わせます。 



2 原稿ガイドをいっぱいに広げる。 


原稿ガイドを□ックします。 

□ックするためには図の方向に 
原稿ガイド□ックをスライドさせて、 
▼の)）と♦惦 )） を合わせます。 
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フラットべッドで原稿を読み取る 


本などのよラに分厚い原稿は、フラットべッドガラスに載せて読み取りまず。 

■フラットべッドで原稿を読み取る場合 




4 


夕 


原稿の短辺をフラットべッドガラスの左 
端にさちんと合わせます。 


原稿の長辺を基準マークに合わせます。 

社 iMl 

. フラツトべツドガラスに対して原稿を斜めに 
セットしないでください。正しく読み取れま 
せん。 


基準 マーク 
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フラットべッドで原稿を読み取る 



Y アプ U ケーシヨンソフト *1 を使って原稿を読み取る 

*1 付属の RTIV や QuickScan Pro デモなど、スキヤナーか日画像読み取りを行うためのソフトウエア 


• 読み取0開始前に、必ず原稿カバーを閉めて<ださい。 

. 原稿カバーは勢いよ<開閉しないで<ださい。また、読み取0中は原稿カバーを開閉しないで<ださい。 

(セッ h した原稿び動いて、正し<読み取れないことびありまず） 

• 読み取りび終わったら、原稿カバーを開けて原稿を取り除いてください。 


分厚い原稿を読み取るときのお願い 


• フラットべッドガラスに軸れてない部分は、正しく読み取れません。 
• 読み取り中に原稿を動かさないでください。 



フラットべッドに磁気インクを使用した原稿、磁気力ードを長時間放置しない 

フラットべッドシートに磁石び使用されていますので、データび消えることびありまず。 
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コント □ —ルシートを使う 


コント□ールシートを使用すると、読み取り途中で読み取り条件を変更ずることびでさまず。コント□ールシート 
を原稿の間にはさんで読み取りを行ラと、コント□ールシートの次の原稿か日読み取り条件び変更されまず。 

コント□-ルシートは、付属の CD - ROM に収められていまず。 



コント□—ルシートの機能 

片面読み取り、両面読み取り、2値化、2已日階調グレー、カラー、ダイナミックスレッシュホールド、ディヴ、誤 
差あ散、ユーヴー定義 No .] 〜9、セノ（レーシヨンシート 
• 複数枚のコント□-ルシートび同時に使用でさます。 

. コント□ールシートの機能を使用ずるには、お使いのアプ U ケーシヨンソフトびコント□ールシートに巧応して 
いる必要びあ0まず。ご使用の際は、お使いのアプ U ケーシヨンソフトの説明書をご参照<ださい。 

. コント□-ルシートは、付属の巳 D - ROM より印刷してご使用ください。 
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コント□-ルシートを使う 


■ コント□-ルシートの印刷について 

• あ大/縮ルをせずに、指定のサイズの用紙に印刷してください。 

• 印刷後のパターンび用紙の上端から2已=1」、左ち中央の位置に<るよラに調整して<ださい。 


用紙の左ち中央 




I do mm 1 


1111111111 . 


. 1111111111 

く A4 印刷の例> 


<A3 印刷の例> 


• 読み取りの際は、読み取り原稿と同じサイズの用紙に印刷して使用してください。 

.ミちしたり、折り巧げたり、しわにならないようにしてください。正しく読み取ることびできなくなりまず。 
.コント□-ルシートの詳細については、円 E U ファレンスマニュアルの「2.40コント□-ルシート検出」をご 
参照 < ださい。 


■コント□ールシートの印刷手順 

. コント□-ルシートを印刷ずるためには、お使いのコンピューターに Adobe ® Reader ® びインス I -- ルされてい 
る必要びあります。 

• 印刷条件の設定については、お使いのプ U ンターの説明書をご参照ください。 

y コンピューターの CD / DVD ドライブに付属の CD - ROM を挿入する 

• クイックメニューソフトウェアが自動で起動しまず。 

•セットアップ画面び表示されまず。 

- Windows Vista で自動再生のダイア□グボックスび表示される場合には、 [ CDRun . exe ] を選択 
しまず。 

-クイックメニューソフトウェアび自動起動しない場合は、[マイコンピュータ ] (Windows Vis ね 
では[コンピュータ])から CD / DVD ドライブを選び、 KDRun . exe ] をダブルクリックしてく 
ださい。 

クお使いになるスキャナーを選択する 


〇画面ち側の「マニュアル」リストから「コント□ールシート」を選択する 


4原稿と同じサイズのコント□ールシートを印刷する 
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基準板の設定を変える 


本機は読み取りの背景を白または黒のいずれかに選択ずることびできまず。工場出荷時は黒に設定されています。基 
準板（裏)、基準板（表）とフラットベッドシートを同時に変更ずる必要びありまず。 


■ ADF を使用する場合 



2 


スキャナーの電源を切ります。 


排紙ドア開閉レバーを引いて排紙ドアを 
開けます。 



3 


基準板（裏）を反転させます。 

• 基準板か懼実に反転して固定されていること 
を確認してください。 
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基準板の設定を変える 



■ フラットべッドを使用する場合 


y スキャナーの電源を切ります。 


2 


ホッパートレイを矢印のち向に上げます 

(①)。 


3 


原稿カバーを開け（②)、フラットベッド 
シートを取り外します（③)。 


. フラットべッドシートは磁石で原稿カバーに 
取り付け6れていまず。 




ず。 
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原稿が詰まったとき 


先端び折れ巧びっていたり、破れている原稿、薄い紙の原稿などは、 ADF 読み取り時に原稿詰まりの原因になりま 
す。原稿び詰まった場合は、下記の手順で詰まった原稿を取り除いてください。 

■給紙□付近で原稿び詰まつている場ち 



ク 


詰まった原稿を矢印ち向に引さ出しま 
す。 

. 詰まった原稿び取り除けないときは，が紙 □ 
か6取り除いてください。 

. 詰まった原稿の後端び少しだけ見えていると 
きは、 ADF ドアを閉じないでが紙ドアを開 
けて詰まった原稿を取り除いてください。 
ADF ドアを閉じると原稿を傷つける場合び 
ありまず。 
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原稿が詰まったとき 


■排紙□付近で原稿が詰まっている場合 


排紙ストッパーを矢印方向にスライドさ 
せ、ホッパートレイを上げます。 



2 


排紙ドア開閉レバーを引いて排紙ドアを 
開け、詰まった原稿を矢印ち向に引さ出 
します。 

.詰まった原稿び取り除けないときは，給紙 □ 
から取り除いてください。 
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お手入れについて 


■外側の清掃 

•研磨剤入りの洗剤やシンナー、ベンジンなどは使わないでください。（変形、変色の原因になります。) 
•] 力月に一度、1;•(下の手順で行ってください。 



■内側（読み取り部）の清掃 

少なくとち週に一度、または2万枚読み取り後のいずれか早い時期に這掃してください。 

原稿づまりまたは重送び頻繁に発生ずる場合： 

. □ーラー.原稿センサー.重送検知（発振)、重送検知（受信）を清掃してください。 （ 34〜40 ページ) 

読み取り画像に黒または白い線び出る場合： 

. ADF ガラス-基準板を清掃してください。（防 38ぺ ージ） 

フラットべッドでの読み取り時に黒点や白傷び付く場合： 

. 原稿カバーを開けて、□ーラーク U —ニングペーパーでフラットべッドガラスおよびカバーシートを清掃して 
ください。 41 ページ） 

読み取り部の巧れは、読み取る原稿によってち異な0まず。 

安定した読み取りを行ラために、こまめに清掃してください。 


□-ラークリーニングぺーパーの取り扱いについて 

□ーラーク U —ニングペーパーは、下図のよラ 
に切り取り線をはさみなどで切って、袋から取 
り出して < ださい。 

• 開封後は、ずぐに使用してください。（袋の中に入 
れたまま長時間放置ずると、ぺーパー内のアルコー 
ル分び蒸発し、クリーニング効果びなくなりまず） 

• □-ラークリーニングぺーパーは、本機をお買い上 
げの販売店でおホめ<ださい。（別売品品ま： KV - 
SS 03 NA ) 
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お手入れについて 


■ 給紙□—ラー*分離□—ラー.リタード□—ラーの清掃 



2 


電源スイッチを「〇」 （ 切）にします。 


ADF ドア開閉ボタンを押し、 ADF ドアを 
開けます。 



3 


□ーラーク U —ニングペーパーで、給紙 
□ーラーと分離□ーラー表面の巧れをふ 
さ取ります。 

• □ —ラー表面の巧れは、 □ —ラーび回5ない 
よラに押さえなび6、矢印方向に全周ふさ取 
りまず。 

述 II 

. 各□-ラーは、必ず指定の方向にふさ取って 
ください。（ち図参照） 


分離□-ラ-給紙□-ラ- 



4 


奥の切り欠さ部から、 U タードカバーを 
矢印ち向に開けます。 
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お手入れについて 



6 U ター ド カバーを 矢印ち向に閉めます。 


マ ADF ドアを閉めます。 

. 「カチッ」と音びずるまで、ゆっくり確実に 
閉めて < ださい。 


清掃後はユーヴーユーティ U ティーで 
□ーラー清掃カウンターをク U アーしま 
す。 

• □—ラー清掃後、ユー ザー ユーティリティー 
で [□-ラー清掃後]の[カウンタークリ 
アー]ボタンをクリックしてカウンターび0 
になることを確 IS してください。 


1」タード□ーフー II ター ドカノ （一 
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お手入れについて 


■ 給紙 □の 駆動 □-ラーとフリー□-ラーの 清掃 


2 

3 


電源スイッチを「〇」 （ 切）にします。 

ADF ドア開閉ボタンを押し、 ADF ドアを 
開けます。 

□ーラークリーニングペーパーで、4個の 
駆動□ーラー表面の巧れをふさ取ります。 

• □ —ラー表面の巧れは、 □ —ラーび回5ない 
よラに押さえなび6、矢印方向に全周ふさ取 
りまず。 

• □-ラーは、必ず指定の方向にふさ取ってく 
ださい。（ち図参照） 



4 


夕 


□ーラーク U —ニングペーパーで、4個の 
フ U —□ーラー表面の巧れをふさ取りま 
す。 

• □ —ラー表面の巧れは、 □ —ラーび回5ない 
よラに押さえなび6、矢印方向に全周ふさ取 
りまず。 

述 II 

• □-ラーは、必ず指定の方向にふさ取ってく 
ださい。（ち図参照） 

ADF ドアを閉めます。 

• 「カチッ」と音びずるまで、ゆっくり巧実に 
閉めて < ださい。 
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お手入れについて 


排紙□の駆動□—ラー*フリー□—ラー*排紙□—ラーの清掃 

1 電源スイッチを「〇」（切）にします。 


ク 


排紙ドア開閉レバーを引いて排紙ドアを 
開けます。 


3 


□ーラーク U —ニングペーパーで、4個の 
駆動 □ ーラーと2個の排紙 □ ーラー表面の 
巧れをふさ取ります。 

• □ —ラー表面の巧れは、 □ —ラーび回らない 
よラに押さえなび6、矢印方向に全周ふさ取 
りまず。 

• □-ラーは、必ず指定の方向にふさ取ってく 
ださい。（ち図参照） 
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お手入れについて 



■基準板と ADF ガラスの清掃 
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お手入れについて 


■原稿センサー、待機センサー、重送検知（発振)、重送検知（受信）の清掃 

センサー（検知器）や反射板の清掃のしかた 

本体付属のブ□アーからブラシを取り外し、付着したごみを下図のよラに吹さ飛ばしまず。 



2 

3 


電源スイッチを「〇」 （ 切）にします。 

ADF ドア開閉ボタンを押し、 ADF ドアを 
開けます。 

原稿センサーや待機センサーの表面に付 
着したごみを本体付属のブ□アーを使い 
吹さ飛ばします。 


4同様に待機センサーの反射板の表面に付 
J 着したごみち本体付属のブ□アーを使い 
吹さ飛ばします。 


待機センサー 


反射板(待機センサー用） 



夕 


重送検知（発振)、重送検知（受信）に付 
着したごみを本体付属のブ□アーを使い 
吹さ飛ばします。 


6 ADF ドアを閉めます。 

• 「カチッ」と音びずるまで、ゆっくり確実に 
閉めて < ださい。 
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お手入れについて 

■始端センサー-スキューセンサー-排紙センサーと各センサー反射板の清掃 

センサー（検知器）や反射板の清掃のしかた 

本体付属のブ□アーからブラシを取り外し、付着したごみを下図のよラに吹さ飛ばしまず。 

ブ〇ァー 


センサー（または反射板) 




A 同様に、上記3のセンサー用反射板の表 
^面のごみち本体付属のブ□アーを使い吹 
さ飛ばします。 

5 排紙ドアを閉めます。 

. 「カチッ」と音びずるまで、ゆっくり確実に 
閉めて < ださい。 
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お手入れについて 

■フラットべッドガラスと原稿カバーセンサーの清掃 
センサー（検知器）の清掃のしかた 

付属品のブ□アーよりブラシを取り外し、付着したごみを下図のよラに吹さ飛ばしまず。 

ブ〇ァー 


センサー（検知器) 
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□ ーラーを交換する 


■給紙□ーラーモジュールの交換 

約30万枚読み取り後、交換してください。 


電源スイッチを「〇」（切）にし、電源プ 
ラグをコンセントから抜さます。 


2 


ADF ドア開閉ボタンを押し、 ADF ドアを 
開けます。 


給紙□- ラーモジュー ルを夕1■ず 



3 


矢印で示すよラに給紙□ーラーモジユー 
ルの両端のプレートをつかみなびら、手 
前に引さ出します。 



4 

夕 
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□ ーラーを交換する 


給紙□ーラーモジュールを取り付ける 


6 


新しい給紙□-ラーモジユー j レのシャフ 
卜両端の溝を本機の取り付け溝の位置に 
合わせなびら、同モジュールを取り付け 
ます。 
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□ ーラーを交換する 


■リタードローラーの交換 



2 


電源スイッチを「〇」（切）にし、電源プ 
ラグをコンセントから抜さます。 

ADF ドア開閉ボタンを押し、 ADF ドアを 
開けます。 



リタード□ーラーを取り列ず 



4 

夕 
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□ ーラーを交換する 


リタード□-ラーを取り付ける 


6 


IJ タード□ー ラーシャフ トの溝を取り付 
け金具の溝に合わせて取り付けます。 



マ IJ ター ドカバーを閉めます。 

Q ADF ドアを閉めます。 

• 「カチッ」と音びずるまで、ゆっくり確実に閉めてください。 

Q 交換後は、ユーヴーユーティ U ティーで□-ラー交換後カウンターをク U アーしてください。 

. □-ラー交換後、ユーザーユーティリティーで[□-ラー交換後]の[カウンタークリアー]ボタンを 
クリックしてカウンターび0になることを確認してください。 
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困ったとさ！？ (簡単なトラブル点検) 


使用中に異苗び発生した場合には、下表に従ってまずご確認ください。 

それでち直らないとさは、必ず電源を切ってから、お買い上げの販売店にご連絡 < ださい。 


症状 

原因 

処置 

電源を入れてち、電源ランプ 
( LED ) び点なしない 

電源プラグび抜けていまず 

電源プラグを確実に差し込みます 

電源に問題びあ0ます 

電源コードをコンセントから抜き、 
サービス7ンに連絡して<ださい 

コンピューターからスキャナ 
一び認識されない、動作び不 
安定 

本機とコンピューターび正しく接続さ 
れていません 

スキャナーとコンピューターを接続す 
るケーブルを確実に接続しまず 

スキヤナーびコンピューターに正しく 
登録されていません 

スキャナーを一度コンピューターから 
アンインス1-ールした後にスキャナー 
の登録を行ってください 
(取扱説明書（設置編）の「ソフトウェ 
アをインストールずる」を参照して< 
ださい） 

コンピューターの USB インターフェー 
スび正しくインス トールされていませ 
ん 

デバイスマネージャーのプ□パティな 
どで確認し、 USB インターフェースを 
正し<インス1-ールして<ださい 

USB 八ブを経由して接続している 

USB 八ブを経由して接続しないで< 
ださい 

USB ケーブルに問題びありまず 

付属の USB ケーブル、または USB 
2.0 Hi-Speed □コ'認証済みの USB 
ケーブルを使用して<ださい 

USB 接続時に読み取り速度 
び遅 < なる 

USB 1.1 に接続している 

USB 2.0 に接続してください 

ADF ドア開閉ボタンを押し 
てち ADF ドアび開かない 

ADF ドアびしっかり閉じていない 

A D F ドアを確実に閉めてから、再度 
開閉ボタンを巧して < ださい 

( ADF ) 

給紙トレイに原稿を乗せて 
ち、読み取0スタートしない 

原稿び正しくセットされていません 

原稿を正しくセットします 
(防] 已ぺ ージ） 

原稿がカールしてセンサーにかかって 
し'^ません 

原稿のカールを伸ばしてか日、給紙卜 
レイに再度セットしまず 

( ADF ) 

原稿び重送するなどスムーズ 
に搬送されなかったり、読み 
取りの達中で原福が止まる 

給紙、搬送、排紙の各□ーラーびミちれ 
ています 

□ ーフーを清掃します 
(防 34ぺ ージ） 

給紙、搬送、排紙の各□ーラーび摩耗 
しています 

給紙□ーラーモジュールと U タード 
□ーラーモジュールを交換します 
(防 42ぺージ、44ぺ ージ） 

原稿びカールしたり、端び折れるなど 
により、左ちの厚みび違っています 

原稿のカールまたは折り目を直し、枚 
数を減日します 

規定外の種類または厚みの原稿です 

読み取り可能な種類、または厚みの用 
紙にコピーして読み取って<ださい 
( 防 ] 已 ページ） 

原稿の長さび規定 （70 mm ) より短い 

読み取り可能な原稿サイズの用紙にコ 
ピーして読み取0ます 
( »^ ] 已ぺ ージ） 
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困ったとさ！？（簡単なトラブル，点検) 


症状 

原因 

処置 

(ADF) 

読み取り画像び斜めになって 
いる 

原稿ガイドび原稿の両端に当っていな 
し、または原稿び斜めにセットされて 
います 

原稿ガイドや原稿を正しくそろえて 
セットします 

原稿びカールしたり、端び折れるなど 
により、左ちの厚みび違っています 

原稿のカールまたは折り目を直し、枚 
数を減らしてセットします 

読み取0後の画面表おび真っ 
白である 

読み取り面び裏返しにセットされてい 
ます 

読み取り面を正しくセットしてくださ 
し、 （防] 日 ページ） 

読み取り後の画面表の1 L 縦ス 
ジび現れる 

ADF ガラス、フラットべッドガラスび 
ミちれています 

ADF ガラス、フラットべッドガラスを 
這掃します （ 38ページ、41ページ） 

基準板、フラットべッドシートびミちれ 
ています 

基準板、フラットベッドシートを清掃 
します 

(防 38ぺージ、 4] ぺ ージ） 

読み取り画像に濃度ムラびあ 
る 

ADF ガラス、基準板、フラットベッド 
ガラス、フラットベッドシートびミちれ 
ています 

ADF ガラス、基準板、フラットベッド 
ガラス、フラットべッドシートの清掃 
を行いまず 

(防 38ぺ ージ、 4] ぺ ージ） 

光量分巧のノ（ラツキびあ0まず 

シェーディングを調整します。ユー 
ヴーユーティ U ティーの4.日項を参照 
して < ださい。 

読み取り画像の色調び著し< 
原稿と異なる 

ディスプレイの設定びずれています 

ディスプレイの設定を調整します 

読み取0画像に黒点やノイズ 
び発生する 

ADF ガラス、基準板、フラットベッド 
ガラス、フラットベッドシートびミちれ 
ています 

ADF ガラス、基準板、フラットベッド 
ガラス、フラットべッドシートの清掃 
を行いまず。 

(防 38ぺージ、 4] ぺ ージ） 

読み取り画像に搞模様や波模 
様（モアレ）びある 

原稿の印刷パターンと読み取り画像の 
関係により発生ずることびあります 

モアレ除去機能を使用するか、読み取 
り解像度を変えて読み取ってください 
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シェーデイング補正 


♦シェーディング補正とは 

シェーディング補正とは、ランプ光量、センサー画素感度などのばらつさを補正し、読み取り画像の濃度むらをな 
減するための機能です。本機では、付属の専用シェーディング用紙を用いてユーヴーユーティ U ティーにて行ラこ 
とびでさまず。 

♦シェーディング補正び必要な時 

読み取った画像の色び部分的に極端に異なるとさ、または画像品質びスキャナーの内部を清掃した後ち改善されな 
いときに行ってください。 

♦シェーディング補正を実施する前に 

シェーディング補正を行う前には、必ず ADF ガラス度)、 ADF ガラス塵)、き準板茂)、基準板屬） 

および読取り部周辺の搬送路、駆動□ーラーを確実に清掃してください。 

ミちれたままでシェーディング補正を行いますと、読み取った画像にスジび入ったまま消えなくなりまず。 

♦シェーディング補正方法 

1. ユーヴーユーティ U ティーを起動してください。 

2. メインメニュー上の「ユーヴーシェーディング」をク U ックし、画面の表示に従って操作してください。 

詳細はユーヴーユーティ U ティ ーU ファレンスマニュアルの4.己を参照してください。 

♦ま意 

シェーディング補正を行った後に読取った画像にスジび入り、 ADF ガラスを清掃してもスジび消えない時はシェー 
デイングび正しく行われていませんので、再度清掃をしてからシェーデイング補正を行ってください。 
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再包装のしかた 


輸送用包装箱、緩衝材などの包装資材は、再包装時に必要になりますので、すべて大切に保管してください。 
本機を移設ずる場合は、1;(下の手順に従って再包装してください。 

包装時に必要なちの： 

• 本機専用の包装箱-包装資材 
• 包装用テープ-はさみ 

. 再包装する際は、おず本機専用の包装箱-包装資なをご使用ください。 

• 再包装び適切に行われていないと本機び故障し、修理に費用びかかりますので十分注意してください。 

• 包装時および達搬時は、本機を倒さないでください。 

y 電源スイッチを切って、コンセントから電源プラグを抜さ、 US 巳ケーブルを外します。 
クホッパートレイを取り外します。 

3本機を付属品と一緒に包装します。 

• DriversSiUtilities/Manuals 
CD-ROM 


♦取扱説明書（設置編)、保証書 
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仕様 


項目 


品番 

KV-S7075CN 


読み取0面 

両面読み取り 


読み取0方法 

C 吃（密着式カラーイメージセンサー） 


読み取0 

フラットベッド 

0.527 # (200 dpi 、 300 dpi ) 


速度*] 

( A 4 横） 
(カラー/ 




ADF 

片面：約9已枚/分、両面：約] 90画像/分に00 dpi ) 


モノクロ 
吕値） 

片面：約8吕枚/分、両面：約164画像/分（300 dpi ) 



読み取0 

フラットベッド 

0.74 已秒 (200 dpi 、 300 dpi ) 


速度*] 

( A 4 縦） 
(カラー/ 




ADF 

片面：約7已枚/分、両面：約]已〇画像/分に00 dpi ) 


モノクロ 

2 値） 

片面：約巨2枚/分、両面：約124画像/分 （300 dpi ) 




フラットベッド 

/ADF 

100 -巨00ドット/インチ （1 ドット/インチステップ） 

読み取り部 

解像度 

光学解像度： 600ドット/インチ 
主走査ち向と副走査ち向の解像度は同じです。 


階 調 

2値、グレースケール （8 ビット）、カラーに4ビット） 

ディヴ処理 （16/2 已6階調）、誤差お散の理 


画像処理 

画質（已段階)、ダイナ S ックスレッシュホールド、 

ノイズ除去、傾さ補正* 2 、像域分離* 2 、鏡像反転* 2 、 

原稿領域自動切り出し# 2 ' 白黒反転* 2 、ガンマ補正、 

マルチク□ップ*2、ページ分割* 2 


読み取0 

フラットベッド 

297 X 432 mm まで 


原稿サイズ 

ADF 

48 X 70 mm 〜297 mm x 432 mm 


搬送可能 
原稿厚み 

ADF 

日.0己 mm 〜日 . 1已 mm 


搬を可能 

ADF 

40-127 g / m ^ 


原稿重量 

A 7 サイズじ(下の原稿は、] 27 g / m ビのみ 


ホッパー容量 

最大200枚 （64 g / m 2 紙） 


外形寸法（横幅 X 奥行 X 高さ） 

7已已 X 已08 X 289 mm 


が 旦 

貝 里 

29 kg 


電 源 

交流100 - ] 20 V 、已0/己0 Hz 

本 体 

消費電力 

スキャナー 
読み取0中 

now (AC 100- 120 V ) 


待機中 

60 W (AC 100-120 V ) 



省電カモード中 

3.5 W 1；(下 (ACl 00-120 V ) 
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仕様 


^^-^ 品番 

項目 ' ^-^^ 

KV-S 7075 CN 

環 境 

使用環境 

温度： ] 已〜30で、湿度： 30〜80 〇/〇 

保を環境 

温度： 〇〜40じ湿度：10 ~ 80 % 

月！！売 品 # 3 

□-ラー交換キッ h ( KV - SSO ] 已 N ) 

□ーラーク U —ニンク'ペーパー ( KV - SS 03 NA ) 

インプ U ンター ( KV - SS 014 N ) 

インクカートリッジ （ KV - SS 021 N ) 


* 1読み取り速度は使用ずるコンピューター、オペレーティングシステム、アプリケーション、画像のデータ量 
および紙質によって異なります。 

*2 これらの機能はドライバーソフトウエアか RTIV により実行されまず。 

* 3別売品のご購入は、スキャナーをお買い上げの販売店までご連絡ください。 
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保証とアフターヴービス (よくお読みくださし、;) 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの,眼売店へ 

\ お申し付けください ノ 


■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、 
お買い上げの販売店からお受け取0 < ださい。 

よ<お読みのあと、保管して<ださい。 


保註期間：お買い上げ曰か 5 本体 1 年間 

消耗部品については保証期間内でち保証が象外でず。 

■補修用性能部品の保有期間口司 


当社は、この高速カラースキャナーの補修用性能 
部品を、製造巧ち切り後7年保ちしていまず。 

ミ主）捕修用性能部品とは、その製品の機能を維持ず 
るために必要な部品でず。 


修理を依頼されるとき 


取扱説明書（操作編）4己〜47ページの表に従ってご確認のあと、直らないとさは、まず電源プラグを 
抜いて、お買い上げの販売店へご連絡< ださい。 

♦保証期間中は 

保記書の規定に従って、出張修理をさせていただ 
さまず。 

•保証期間を過ざているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望に 
よりち料で修理させていたださまず。 

下記修理料金の仕組みをご参照のラえ、ご相談 
<ださい。 

♦修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成 


ご連絡いただきたい内容 

品名 

高速カラースキャナー 

品番 

KV - S 707 己 CN 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

できるだけ具体的に 


されています。 

I 技術料 I は、診断-故障個所の修里および部品交換-調整-修里完了時の点検などの作業にかかる費用です。 
I 部品代 I は、修理に使用した部品および補目力材料代でず。 

I 出張料 I は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 


ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 

ノ（ナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への巧応や修 
理、その確認などのために利用し、その記録を残ずことびありまず。また、折り返し電話させていただ 
くとさのため、ナンバー■ディスプレイを採用していまず。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務 
などを委託ずる場合や正当な理由びある場合を除さ、第=ちに提供しません。お問い合せは、ご相談さ 
れた窓□にご連絡ください。 
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さ < いん 


—アルフアベット順一 


ページ 

ADF ガラス . ] 3,38 

ADF ドア . 1 2. 31 , 34 

ADF ドア開閉ボタン . 12. 31,34 

CD-ROM . 9, 49 

CPU . 3 

LED . 14 


ページ 

Sta 「 t / St 叩ボタン . 12 

US 巳コネクター . 12 

USB 接続 . 3 

USB 八ブ . 3, 46 


一五十音順一 


ページ 

友 


安全上のごを意 . 巳 

インターフエース . 3 

インプ U ンタードア . 12 

上カバー . 12 

内側（読み取り部）の清掃 . 33 

エネルギースター . 3 

お手入れ . 33 - 41 

オペレーティングシステム . 3 

を 

外形寸法 . 50 

解像度 . 50 

階調 . 50 

各部のなまえと働さ . 12 

画像処理 . 50 

基準板 . 13, 29, 38 

給紙口 . 31 

給紙 □ —フー . 34 

給紙□-ラーモジュール . 42 

駆動□-ラー . 3日，37 

原稿ガイド . 12,18,19, 22 

原稿ガイド□ック . 12. 21,24 

原稿カバー . ] 2,30 

原稿サイズ . 50 

原稿センサー . 39 

原稿詰まり . 31 

原稿の読み取り . 15, 25 

後面ストッパー . 12 

困ったとさ . 4曰 

コント□-ルシート . 27 

コンピューター . 3 


ページ 

さ 


最大量表术 . 19 

再包装 . 49 

シエーデイング . 47, 48 

シエーデイング用紙 . 49 

システムの必要条件 . 3 

始端センサー . 40 

質量 . 50 

重送検知センサー . 39 

仕様 . 50 

使用環境 . 巳] 

消費電力 . 50 

スキユーセンサー . 40 

を 

待機センサー . 39 

正しくお使いいただくためのお願い . 9 

縦置き . 19 

手差し切替レバー . 12,17,21 

電源 . 50 

電源コード . 巳，12, 49 

電源スイッチ . 12,14 

電源用コネクター . 12 

電源ランプ（に D ). 12,14 
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さ < いん 


ページ 

(| 

八ードディスク . 3 

排紙ストッパー . 12,18, 22 

排紙センサー . 40 

排紙ドア . 13, 29, 32 

排紙ドア開閉レバー . ] 3,29 

排紙トレイ . 12 

排紙□-ラー . 37 

フアン排気口 . ] 2,33 

フラットベッド . 2巳，30,巳0 

フラットべッドガラス . 13, 33, 41 

フラットベッドシート . 13, 30, 41 

フ U - □-ラー . 3日，37 

ブ□アー . 39, 40, 41 , 49 

分離□-ラー . 34 

月おじ□口 . 巳] 

保証とアフターヴービス . 巳2 

保存環境 . 巳] 

ホッパー . 12,18, 22 

ホッパー延長トレイ . 12,18, 22 

ホッノ（ートレイ . 12,15, 25 

ホッパー容量 . 50 

m 

メモリー . 3 

P 

ユーヴーユーティリティー ] 4,3巳，4巳，48 

横置き . 19 

読み取り巧能な原稿 . 15 

読み取り速度 . 50 

読み取りち法 . 50 

読み取り面 . 50 

6 

U 夕ードカバー . 34, 3巳，44 

U 夕ード□-ラー . 34,44 

□-ラーク IJ - ニンク'ぺーパー . 33 

□-ラーの交換 . 42 

給紙□ーラーモジュールの交換 . 42 

U 夕ード□-ラーの交換 . 44 
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